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　東日本大震災から５年という大きな節目を迎え、「復
興・創生期間」に移行する中、復興の更なる加速化が求
められております。
　情報化施工の導入などにより生産性向上を図るととも
に、経営環境を改善し、働く人の賃金の向上そして現場
の安全性向上を目指してまいります。私たち地域建設業
は、地域に根差した建設技術集団として「地域の安全・
安心を守る」という使命感を持っております。災害対応
の最前線に立つ〝危機管理産業〟であり、地域インフラ
の〝まち医者的存在〟であると自覚しています。
　少子高齢化により生産年齢人口が減少する今こそ、建
設業における担い手確保・育成が喫緊の課題であります。
　建設業は人のため、社会のためになる尊い仕事です。
そして今、建設業は持続可能な業界へと生まれ変わろう
としています。そこにはみなさんの若い力がどうしても
必要なのです。
　みなさんの力が地域と日本を支えます。ぜひ私たちの
仲間になって「やりがい」「地図に残る仕事」「達成感」
を実感し、地域建設業の輝かしい未来に向かってスター
トしましょう。
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　茨城県大子町で生まれた太田龍一さんは、型枠大工をし
ていた父親の仕事の都合で、幼稚園から青森県田舎館村に
住むことになった。将来の夢は「建設機械の運転手」にな
ること。自宅の近くで行われていた道路工事で、土砂を運

ぶバックホウ
を見て「自分
もこういう機
械を動かして
みたい」と思
った。
　しかし、不
思議なもので
時がたつにつ
れて建設機械
への興味は薄
れ、高校も普
通科に入学し
た。高校の夏
休みに父親か
ら「アルバイ
トをしてみな
いか」と誘わ
れたのが、再
び建設業への
興味を呼び戻
すきっかけと

なった。
　高校卒業後は、北海道札幌市にある２年制の専門学校の
土木工学科に進学。１年のうち半年間は学校で授業を受け、
残りの半年間は建設会社で実習するという特殊なカリキュ
ラムの学校だった。その実習でお世話になったのが、現在
勤めている桜庭建設だった。
　実習は学校で教わった知識を建設現場で実践する場。太
田さんはアルバイトの経験もあるだけに「現場のことは少
し分かっているつもり」だったが、実際の現場とアルバイ
トや学校で習ったこととは違っていた。
　「測量機器を据え付けるのにもコツがあり、社員の人た
ちと自分がやるのでは、据え付けにかかる時間も精度も違
った」。それでも、いろんなことを教えてもらいながら実
習に取り組んでいるうちに「建設業は面白い。自分たちが
つくったものがずっと形に残るし、みんなの役に立ってい
る」と思うようになり、建設業への就職を決めた。
　就職先に選んだのは、桜庭建設。延べ１年間、実習して
いたこともあり「（就職の）話はとんとん拍子に決まり、
実習生からスムーズに社員にさせてもらった」という。
　社員になって感じたのは「仕事に対する責任」だ。「ア
ルバイトや実習生と違って、『分からない』では済まされ
ないので、とにかく勉強の毎日だった」と振り返る。
　入社から間もなく20年になる。この間、道路や除雪、災
害復旧など、数多くの工事に携わった。「道路の新設工事
が一番面白い。何もないところから道路を切り開いていく
感じがたまらない」と目を輝かせる。

　毎年冬季は道路の除雪に携わっている。大みそかが誕生
日だが「休んだ記憶がない。でも、地域の交通を確保する
大事な仕事だから」という気持ちで仕事に励んでいる。
　現場代理人（所長）も何度も経験した。社長に代わって
現場を取り仕切る仕事だが「最初の頃は書類の書き方も分
からず、先輩から教えてもらいながら書いた。作業内容も
分からないところは職人さんから教わった」。この謙虚な姿
勢は今も変わらない。
　「建設業の仕事は、経験したことが次に生かせる。現場
のみんなと団結して、ものをつくりあげていく工程が楽し
く、やりがいがある。若い人たちにもぜひ、建設業の魅力
を知ってほしい」と呼び掛ける。
　昨年11月に長女が生まれた。奥さんと娘さんという守る
べき家族を持ち「新たな責任感がわいてきた。家族のため
にも仕事を頑張りたい」と張り切る毎日だ。

切り開く道路工事に面白さ
仕事に対する責任の重さも充実感に

家族を守り地域を守る
心優しき土木エンジニア

　太田さんが担当している現場は、国道３９４号防雪工事。黒石市が位置
する津軽地方は国内でも有数の豪雪地域。道路の法面（のりめん）に積も
った雪による雪崩が度々、起きている。この雪崩を防止するために柵を設
置する工事だ。
　柵を支える土台として、羽根付パイプアンカーと呼ばれる器具を約150本、
土の中に打ち込む。「地域の生活を支える道路を守る大切な仕事」だけに、
丈夫で品質の良い柵づくりに取り組んでいる。

工事部主任

太田　龍一さん
1976年12月31日生まれ。青森県田舎館村出身。
2級土木施工管理技士  測量士補  ブロック塀診断士

株式会社桜庭建設
本社／〒036-0405
青森県黒石市大字南中野字才ノ神42－６
ＴＥＬ.0172-54-8550
ＦＡＸ.0172-54-8439

　斜面を安定させるために設
置するアンカー（錨）を打ち込
む機械。空気の圧力を利用し、
その衝撃力で土砂を掘り進め
ることができる。

エアーパンチャー

　太田龍一君は主に国道の道路管理を担当しており、
工区が山間部に位置していることもあり、雨天時には
落石や倒木、土砂災害等で急な対応を迫られる場面
が多く迅速に施工計画を立て道路維持に努めており、
安心して現場を任せられる技術者です。
 今後も地域に根差したわが社の一員として、地域の
安全、安心に、共に貢献していければと思っておりま
す。

［ 社長 桜庭　仁氏 ］

あ る 日 の 休 日

職 場 訪 問

5：00

12：00

17：00

24：00

5:20　起床
いつも通りに起床し、犬のお散
歩。その後、玄関のお掃除。

17:00　夕食
帰宅途中、ラーメン屋で家族が
大好きな味噌ラーメンを食べる。

12:00　昼食
本場の石窯で焼き上げるピッツ
ァを食べ満腹。

8:00　外出
家族で三沢市のアメリカ村に買
い物。

6:30　朝食
朝食後、ホットコーヒーを飲み
ながら家族と世間話。

18:00　帰宅
犬のお散歩後、早速買ってきたお
菓子を食べながらテレビを見る。

21:00　入浴・就寝
今日は疲れたので、いつもより
早めに就寝。

13:00　買い物
珍しい雑貨・日用品等を買い満
足。雑貨好きにはたまらない。

11:00　到着
館内を見学。

Aomori
技術者物語

教えて！
建設用語

上司・先輩
から一言
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　岩手県内陸中南部に位置する江刺市（現奥州市江刺区）
で、トラックドライバーの父とパート勤めなどで家計を助
けた母との間に、２人兄弟の二男として生を受けた佐藤芳
信さん。市内の小・中学校を経て岩谷堂農林高等学校の農
業土木科に進学した。その理由は「土木を狙ったわけでは
なく、たまたま一番近かった」から。
　しかし、高校の授業で土木について学んでいくうちに関
心が高まっていった。授業では農業土木や農業水利の科目
も多かったが、「勉強している中で、ダムや橋、トンネル
などの大きい構造物のことが頭に入ってきた」という。
　土木への関心が高まってきた佐藤さんが選んだ就職先は
地元の建設会社。７年間勤め上げ、現場監督も経験したが、
土木部門の規模が小さく、興味を惹かれていた大規模構造

物に携わる機会がなかったため、「もっと大きな仕事がし
たい」と一念発起し、北上市に拠点を置く佐藤組の門を叩
いた。面接に当たった佐藤寛常務は「現場管理がパソコン
中心になってきた中、若い人に期待するところは大きかっ
たし、希望して来てくれるなら入社してほしいと思った」
と当時を振り返る。印象も良く、採用は決まったが、入社
は在籍していた会社での現場の仕事を全うしてからとなっ
た。
　新たな仕事の舞台に立った佐藤さん。「ある程度の技術
は身に着いている」と自負していたが「規模が大きく、覚
えるのも大変でついていくのがやっとだった」と思わぬ壁
に直面することになる。
 それでも、上司や先輩から丁寧に、時には厳しく指導を受
けながら、現場員として経験を積み〝規模の壁〟を克服。
この間、１級土木施工管理技士の資格も取得し、技術者と
してのスキルを高めていった。
 入社から３年が過ぎ、着実な成長を遂げた佐藤さんが初め
て現場代理人（所長）を任されたのが、国直轄事業である
胆沢ダム関連の法面工事。施工管理の厳しい国事業、しか
も法面工事は初めての工種とあって「正直、不安のほうが
強かった」というが、発注者の監督官や同種工事の経験が
ある先輩技術者の指導もあり、見事完成にこぎ着けた。し
かも、同工事は東北地方整備局長の優良工事として表彰を
受けるなど、極めて高い評価を得た。
　その後は、橋梁や大型構造物を任せられることが増え、
「まさに望むところ。仕事をしているという実感がある」

と、やりがいを持って仕事に打ち込んでいる。
　一方、プライベートでは入社３年目に結婚し、２人の娘
さんに恵まれた。趣味は音楽で、レゲエのＤＪを務めるほ
ど造詣が深かったが、今は「子どもと遊ぶのが楽しい」と、
良きパパぶりを発揮している。
　公私ともに充実した生活を送る佐藤さんが、常々気に掛
けているのが東日本大震災に伴う津波で甚大な被害を受け
た沿岸部の復興だ。幼い頃、海水浴で訪れた思い出の地だ
けに「海の景色も様変わりした」と心を痛めつつ「早期復
旧に貢献したい」との思いを強くしている。
　「やらなければならない仕事がたくさんあるが、技術者
が不足している。厳しい世界だが、モノづくりの達成感を
分かち合える人なら是非建設業界に入り、力を貸してほし
い」。地域の復興、そして業界の未来を担う若者に熱いメ
ッセージを送る。

大規模構造物に憧れて転職
初めての直轄現場代理人で優良表彰の栄誉

不屈の技術者魂
持つ笑顔の土木マン

　佐藤さんが最近まで担当していた現場は、北上市発注の九年橋歩道床
版・橋面工工事。同市鬼柳の地域住民にとって、生活に必要不可欠な橋と
して長年親しまれてきたが、老朽化が著しかったため改修され新たに歩道
橋を新設することになった。工事契約後、先行工事との兼ね合いで実質的
な着工が遅れたこともあり、養生が難しい寒中のコンクリート打設になら
ないよう、型枠や鉄筋などの作業を急ピッチで行った。

土木部係長

佐藤　芳信さん
1981年11月4日生まれ。岩手県奥州市出身。
１級土木施工管理技士　２級舗装施工管理技術者

株式会社　佐藤組
本社／〒024-0051
岩手県北上市相去町旧舘沢20－1
TEL.0197-67-5555　FAX.0197-67-5564
URL　http://www.satogumi.info

　ラチェット機構を利用する
ことで回転方向が一方に制限
され、逆回転だと空回りする
ため、ボルト・ナットなどを素
早く締めることができる工具。

ラチェットレンチ

　普段から彼を見て感じているのは良い意味で柔軟
性があるということだ。工事を仕上げる能力は高く
ても外部的な要請などにはどうしても応えられない人
もいるが、彼は嫌な顔一つせず柔軟に対応している。
手伝いで行ったはずの現場で一番厳しい仕事を担う
など、積極的に関与している姿勢も見える。現場を回
すために必要なコミュニケーション能力も高い。今後
は、彼の世代が中心になって会社を牽引してほしい。

［ 常務取締役総務部長 佐藤　寛氏 ］

あ る 日 の 休 日

職 場 訪 問

5：00

12：00

17：00

24：00

11：00　外出
家族とアミューズメント施設（ラウ
ンドワン）へ車で向かう。

13：00到着
ようやく目的地のアミューズメン
ト施設へ着いたが午前中に入場
できれば半額だったことに少しシ
ョックを受ける。娘はそんなこと
はお構いなしに遊ぶ。

18：00帰宅
娘たちと一緒にお風呂に入る。妻
は夕食準備。

19：00夕食
今夜はご飯、味噌汁、焼き魚、カ
ボチャの煮物であった。

22：00就寝
娘を寝かしつけていたつもりがい
つの間にか私も寝てしまった。

7：30　起床
正月休み中なので朝食は実家か
ら頂いた餅とおせちで朝食を済
ませる。

12：00　昼食
目的地に向かう途中にてコンビ
ニのおにぎりとサンドウィッチを
購入する。私と上の娘とで店内で
食事を済ませる。下の娘（0歳）は
車で寝ていたので、妻は車内で食
事する。

16：30
帰りの運転は娘たちが車内でお
昼寝についたので少しゆっくりし
た時間が過ごせた。

20：00
上の娘とテレビ鑑賞。最近はドラ
えもんにはまっている。

Iwate
技術者物語

教えて！
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上司・先輩
から一言
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　幼い頃からものづくりが好きだった赤間清正さん。小学
校の夏休みの自由工作では、小さな木の家や動くおもちゃ
などをつくった。「手先を動かしているのが好きで、もの
づくりをしていると、あっと言う間に時間が過ぎた」という。
　中学校に入学するタイミングで自宅が新築された。大工
さんの手際の良い仕事ぶりを見ているうちに「自分も大工
さんになりたい」と思うようになった。
　高校は普通科に入学。「自分が本当にやりたいことは何
か」と悩んだあげく、大工をしている親戚の手伝いをする
ことになった。仕事自体には興味はあったが、同年代の仲
間がいなかったこともあり、「自分が求めていたものとは
違う」と感じるようになった。結局、約１年で大工見習い

を辞めた。
　その後はさまざまなアルバイトを経験。たまたま交通誘
導員のアルバイトで派遣されたのが栗村建設興業の現場だ
った。ちょうど社員を募集していた時期で、現場の所長か
ら「うちの会社に来ないか」と声を掛けられた。同年代の
人も入社すると聞き「ぜひ、よろしくお願いします」と返
事をした。
　同社は舗装工事をメーンとする会社。入社後しばらくは、
現場の作業員と同じくスコップやアスファルトをならすレ
ーキという道具を持って、舗装工事に従事した。その当時
のことを「がむしゃらに仕事をしていたので、１日があっ
と言う間だった。舗装工事は道路をつくる仕上げなので、
完成していく様子が分かりやすかった」と振り返る。
　その後、現場を管理する仕事も教わり、少しずつ技術者
としての知識を身に着けていった。作業員は50～60歳代が
大半で、赤間さんにとっては父親のような存在。「作業員
さんたちに怒られることもあったが、親しみを持って接し
てくれた。最初に同じような仕事をしていたので、指示を
出される側の立場になって段取りを考えることができる良
い経験になった」という。
　２級土木施工管理技士の資格を取得してからは、現場代
理人（所長）も任されるようになった。デビューは舗装の
維持補修工事で、約2000万円の仕事だった。「役所の人と
打ち合わせたことを忘れないよう、必死でメモを取った。
プレッシャーはあったが、いろんな人にサポートしてもら
い、なんとか乗り切ることができた」と懐かしむ。

　道路工事の現場は屋外なので、夏は暑く冬は寒い。特に
夏場は全身から汗が噴き出す。それでも「自分たちがつく
ったものが、いつまでも形に残る。子どもたちにも『この
道路はお父さんがつくったんだよ』と自慢できる」と誇ら
しげに語る。
　東日本大震災の津波は、会社のすぐ近くまで押し寄せた
が、幸運にも社員、社屋とも無事だった。震災後しばらく
の間、赤間さんは道路の復旧工事に取り組んだ。液状化現
象で浮き上がったマンホールを下げたり、亀裂が入った道
路を補修したりする仕事だ。「道路が通れるようになると、
地域の人たちから『ありがとう』と感謝された。ものづく
りとはまた別の充実感があった。この仕事に就いて良かっ
たと思った」と語る。
　休日は家族とキャンプに出掛けることが多いとか。仕事
もプライベートも外で過ごす根っからのアウトドア派だ。

つくった道路を子どもに自慢
「ありがとう」の言葉に仕事の充実感

暑さ寒さも何のその
根っからのアウトドアマン

　赤間さんの職場は、仙台市内の長町八木山線（西の平工区）舗装新設工
事の現場。太白区役所から八木山動物公園方面に向かう新しい道路の舗装
などを行うもので、現場代理人（所長）を担当している。
　赤間さんの会社を含めた６社が同時に工事を進めているため「工事場所
のやり取りなど、各社との調整が必要。自社の担当部分だけ進めるわけに
いかないところが難しい」と話す。このような調整や協議も所長の仕事だ。

工事部次長

赤間　清正さん
1978年５月31日生まれ。宮城県仙台市出身。
１級土木施工管理技士　１級舗装施工管理技術者

栗村建設興業株式会社
本社／〒984-0838
宮城県仙台市若林区上飯田４－17－44
ＴＥＬ.022-289-1821
ＦＡＸ.022-289-1822

　アスファルト舗装用の建設
機械。アスファルト合材を積
み込むホッパー、原動機、走
行装置を有するトラクタ部分
とアスファルトを敷ならすス
クリードからなる。

アスファルトフィニッシャ

　赤間君は平成１１年に入社しました。学校は土木系
ではありませんでしたが、持ち前の頑張りで現場を覚
えながら勉強して資格を取得しました。丁寧な仕事ぶ
りは発注者からも信頼を受けており、昨年には仙台市
から優良工事表彰も受賞しました。
　今後はさらに信頼される技術者として研鑽を積む
とともに、創意工夫をもって施工管理に取り組み、会
社にとってだけでなく地域社会の発展に貢献する人
材となるよう期待しています。

［ 社長 栗村　英樹氏 ］

あ る 日 の 休 日

職 場 訪 問

5：00

12：00

17：00

24：00

5：30　起床
毎日の習慣なので目覚ましが無
くてもこの時間に起きてしまい
ます。

13：30　買い物
小物収納がほしくて店を何軒か
まわりましたが、良いものが無
く収穫なし。

9：00　留守番
妻が美容院に行くため子供たち
と留守番。子供たちとＷＩＩＵ
のマリオで盛り上がり、あっと
いう間に時間が過ぎました。

7：00　朝食
家族で朝食を食べます。

22：00　入浴・就寝
最近お気に入りの入浴剤を入れ
てゆっくり湯船に浸かります。
疲れが取れる！

17：30　夕食
友人家族と焼肉屋さんへ　久し
ぶりにおなかいっぱいお肉を食
べました。

12：00　昼食
近所のマックへ　子供の遊び場
（プレイランド）がリニューア
ルしたので遊びに行きました。

Miyagi
技術者物語

教えて！
建設用語

上司・先輩
から一言
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　〝北国育ちは無口だが芯が強い〟と言われる。言葉数は
多くないが「わが道を行くタイプ」という木曽由美子さん
も、典型的な北国育ちと言えるかもしれない。
　1979年１月に２人姉妹の妹として秋田市で生まれた木曽
さん。子どもの頃は「どちらかと言えば内向的で、１人で
黙々と何かを作ったり、お絵描きをしていることが多かっ
た」。ただ、父親が大工職人だったため、仕事場に連れら
れていく中、自然に建築と親しんでいった。
　中学生時代には父親が自宅を建てている様子を間近で見
て「おもしろそうだ」と感じていたという。一方、中学校

ではテニス部に入部。「相変わらず静かだった」が、キャ
プテンを任されたことで、「人の先に立って行動しなけれ
ばいけない」と意を決し、人前にも積極的に出るようにな
った。
　部活動を通じて心身ともに成長した木曽さんが選んだ進
学先は秋田県立秋田工業高校建築科。「将来の進路につい
てはあまり意識していなかったが、進学するため勉強ばか
りするような生活は嫌だった」。当時の建築科は１学級40
人中、15人程度が女子生徒で「ある意味、女性が入るのは
普通だった」と振り返る。
　就職活動に当たっては、同期の女性の多くが設計事務所
や住宅メーカーを目指す中、「図面を引く仕事ではなく、
現場に出る仕事がしたかった」と、迷わず建設会社を選択。
同校に求人を寄せた中でも、担任教師に強く勧められた地
元・秋田市の老舗建設会社である長谷駒組に決めた。
　1997年４月に入社し、すぐに配属されたのが中学校体育
館の建築現場。もちろん「必死だったが何をしていいかわ
からない」ため、上司・先輩に聞きまわり、アドバイスを
もらったが、女性が少ないこともあり「一歩引く感じがあ
って少しやりづらい」と思ったこともあった。しかし、技
術者として経験を積み、周りが見え始めると「女性だから
気を使って大事にしてくれる」と、周囲の配慮に気付き、
素直に受け入れられるようになった。
　そして今は「女性の職場はネチネチした印象があるが、
ここは何か問題があっても尾を引かず、カラッとしている。
あまり物事にこだわりはなく、なるようになると思ってい

るが、ダメなものはダメ、という自分の性格に向いてい
る」と、会社や建設業界にしっかりと馴染んでいる。
　印象に残っている仕事は、２年ほど前に現場代理人（所
長）を任された秋田市内にある料亭の改修工事。昼はラン
チ、夜は５時から営業とまとまった作業ができない中、店
の従業員と予約時間などを小まめに打ち合わせ、作業時間
をねん出した。この現場を含め「お客さんに〝あなたが現
場代理人で良かった〟と言われると嬉しい」と、クライア
ントからの感謝の言葉が仕事上の大きな励みになっている。
　プライベートでは、ある建築現場で中学校時代の先輩と
再会したのが縁で2002年に結婚し、現在は小学生６年と５
年の男の子２人の母になった。家庭と仕事の両立は大変だ
と思うが、「会社も家族も理解があり、とても恵まれてい
る」と、周囲の支えを力に代え、自ら選んだ道をマイペー
スで歩き続ける。

父の影響で幼い頃から建築好き
顧客からの感謝の言葉が仕事の励みに

　木曽さんが現在携わっているのは、秋田県が発注し、秋田市内で工事が
行われている秋田地区中高一貫教育校中学校体育館棟の建築工事。ＲＣ一
部Ｓ造３階建て延べ3481平方㍍という大規模な公共建築だ。施工では、冬
場の基礎工事となったため、コンクリートの品質確保に留意したという。
また、校舎など他の建物は使用しながら工事を進めているため、教師や生
徒などの学校関係者らの安全対策には特に気を使っている。

工事部　工事二課

木曽　由美子さん
1979年１月生まれ。秋田県秋田市出身。
２級建築士　１級建築施工管理技士

株式会社　長谷駒組
本社／〒010-0013
秋田県秋田市南通築地８－10
ＴＥＬ.018-834-5445
ＦＡＸ.018-834-5437

　手の届かない高所部分の作
業を行うために組む工事用の
通路。建築をつくるためだけ
に使用し、完成とともに解体
する仮設である。

　木曽は当社初の技術系女性社員として入社以来、
男性社員と全く同じキャリアを経て今では現場代理
人として官民問わず様々な現場で活躍をしておりま
す。女性ならではの感性や繊細さからくる仕事ぶり
は、お客様から高い評価をいただいております。　
　家庭を持ち、子育てをしながら業務をこなすのは
並大抵のことではないとは思いますが、同じ立場で
働いている女性のパイオニアとして、これからもプ
ライドを持って頑張ってほしいと願っております。

［ 社　長 長谷川　尚造氏 ］

あ る 日 の 休 日

職 場 訪 問

5：00

12：00

17：00

24：00

5:00　起床
息子のサッカーの試合の為、弁
当作り

9:00　試合会場到着
試合観戦

14:00 
試合が終わり、試合会場を出る
途中、スーパーへ寄り、夕食の
買い出し

15:00　夜御飯を作る
みんな大好きなホルモン煮込み
合間に洗濯物をたたむ（この間に
お酒を飲み始めてる事も多い）

18:00　夜御飯を食べる
（旦那と一緒にお酒を飲みながら）

12:00 
試合会場でお弁当を食べる

19:30　みんなで食器洗い
（強制？強請？）

21:30　早めに就寝 21:00 洗濯物を干す

7:00　家を出発

Akita
技術者物語

教えて！
建設用語

上司・先輩
から一言

足　場

20:30　お風呂に入る

わが道を行く
女性技術者の〝魁〟

さきがけ
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 ３日間のインターンシップがきっかけで、大浦工業に入社
した長谷部和也さん。短期間でどのような魅力を感じたの
だろうか。
　長谷部さんは、ブドウづくりが盛んな山形県南部の高畠
町で生まれ育った。小学生時代はバスケットボールのスポ
ーツ少年団に所属し、中学校では陸上部で中距離を走るな
ど、スポーツ中心の生活を送っていた。
　高校はとなりまちにある米沢工業高校土木科に入学。
「特に建設業に興味はなかったが、一番活発で楽しそうな

土木科に入った」という。部活はウエイトリフティング部
に所属。「自分の限界に挑戦する競技なので、体力と精神
力が鍛えられると思った。大会では注目を浴びることがで
きる」。
　３年生の時に大浦工業の解体工事現場でインターンシッ
プをさせてもらった。鉄筋コンクリートの建物が大型重機
で壊されていく様子を見て「ものすごく衝撃的で、時間を
忘れるほど楽しかった」と振り返る。
　その年の夏祭りで、インターンシップでお世話になった
同社の大浦健取締役専務と出会った。大浦専務は、食い入
るように解体工事を見つめていた長谷部さんの顔を覚えて
おり、なんとなく「就職、決まったか」と声を掛けた。
　「まだです」と答えた長谷部さんに「だったら、うちの
会社に来たらいいべ」と大浦専務。こんな会話から長谷部
さんの就職が決まったのだ。
　入社後すぐに道路改良工事の現場に配属された。高校で
も実習経験のある測量が主な仕事だったが「学校で習った
方法とは違っていた。熟練したやり方が勉強になった」。
作業員の働きぶりを見ても「スコップの使い方に驚いた。
一つひとつの動作に無駄がない」と感心した。
　現場のさまざまなことに興味を持ち、綿が水を吸うかの
ごとく知識として身につけていった長谷部さん。「最初の
うちは作業員さんにも怒られてばかりだった。それでも３
年目ぐらいから言うことを聞いてくれるようになった」。
　会社の支援もあって資格取得のために講習会に通い、入
社３年目で２級土木施工管理技士に。これを契機に現場代

理人（所長）も任されるようになった。
　デビューは長さ約200㍍の歩道工事。所長と言っても現
場の管理だけでなく、測量や丁張り、発注者との協議など、
やるべきことは多かった。工事の完成期限（工期）が迫っ
てくる恐ろしさを身に染みて感じた。「工期までに完成で
きるか不安でしょうがなかった。書類も何度も書き直した。
検査が終わった時の達成感は今でも忘れない」と話す。
　その後、数多くの現場で経験を積んだ。今や会社のエー
ス的存在で、上司や同僚からの信頼も厚い。「現場周辺の
住民との交渉など、まだまだ学ぶべきことは多い。会社に
利益をもたらす工事の見極め方なども勉強していきたい」
と意欲を示す。
　19歳にして父親となった長谷部さん。その後さらに２人
の子宝に恵まれ、家族５人で米沢市内に暮らす。会社でも
家庭でも頼られる若きエースの活躍は、まだまだ続く。

インターンシップが人生変える
工事完成の達成感がやりがい

重量挙げで鍛えた体と心
頼られる若きエース

　長谷部さんの現場は、農林水産省東北農政局が進めている米沢平野農業水
利事業の一つで、水田の原形復旧工事だ。用水路などを改修するために土を
盛った水田を元の状態に戻すものだ。
　〝超〟が付くほどの軟弱地盤で「豆腐の上で工事をしているような感じ」
という。敷き鉄板で仮設の道路をつくり、慎重に工事を進めている。もちろ
ん、作業員さんたちの安全確保が第一。みんなの体調管理にも気を配る。

工事一課係長

長谷部　和也さん
1986年５月22日生まれ。山形県高畠町出身。
２級土木施工管理技士

大浦工業株式会社
本社／〒992-0332
山形県高畠町大字相森145－１
TEL.0238-52-0204　FAX.0238-52-0538
ＵＲＬ　http://www.o-ura.co.jp/

　測量機器の一つで、距離を
測る光波測距儀と、角度を測
るセオドライトとを組み合わ
せたものであり、従来は別々
に測量されていた距離と角度
を同時に観測できる。

　長谷部君は高校を卒業以来、当社で活躍するはえ
ぬきの社員です。彼は入社してすぐに持ち前の人懐こ
さと行動力で皆から一目を置かれる存在になりまし
た。23歳のときに最短で施工管理の資格を取得して
からは町、県などの現場代理人として経験を積み、平
成25年から３年間続いた東北農政局の工事を完遂す
るなど、今では当社にとって無くてはならない人材で
す。将来的には土木部門全体を任すことのできる人
間へと成長することと信じています。

［ 取締役専務 大浦　健氏 ］

あ る 日 の 休 日

職 場 訪 問

5：00

12：00

17：00

24：00

7:30
今日はハムエッグ。（自分が作成）

10:30
外に出て子供達と雪遊び。

13:30
外出。久しぶりの家族でボーリング。
3ゲームを投げ筋肉痛が心配。 16:00

スーパーで買い物。夕食は寿司
に決定。

17:30
夕食を食べ終わりのんびり子供
とテレビゲーム。

11:45
お腹がすいた所でちょっと早め
の昼食。（お正月はやっぱり餅。
餅に海苔を巻いて磯部焼き。）

19:00
子供達と一緒にお風呂。

21:00
子供達と歯を磨き一緒に就寝。

9:00
長男と次男の宿題の手伝い。（長男
は国語が苦手・次男は算数が苦手）

Yamagata
技術者物語

教えて！
建設用語

上司・先輩
から一言

トータルステーション

20:00
再びテレビゲーム再開。（妻に怒
られた。）
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　東北入谷まちづくり建設にとって初の女性現場技術者と
して入社した引地彩さん。工事現場には似つかわしくない華
奢な体つきにおとなしそうな引地さんはなぜ、現場技術者を
目指したのだろうか。
　引地さんは、福島県猪苗代町で生まれ育った。４歳の時に
祖母の友人に誘われてモダンバレエ教室の見学に行ったの
がきっかけで、バレエを始めた。社会人になった今でも続け
ており、毎年、舞台の発表会がある。「チームでオリジナルの
作品をつくりあげていく過程が面白い」とにっこり。
　バレエ以外にも中学時代はバスケットボール部、高校では
陸上部に所属する体育会系女子だった。
　高校は「インテリアに興味があった」ため、会津工業高校

の建築インテリア科に入学。建築の製図や構造計算の勉強
をしているうちに「大学に入って本格的に建築を学ぼう」と、
日本大学工学部建築学科に進んだ。自宅から大学までは片
道１時間半、往復３時間も掛かるが「辛いと思ったことはな
かった」という。
　大学３年の春休み中に東日本大震災が発生した。自宅や
大学周辺は、沿岸部のような津波被害はなかったものの、ラ
イフラインの断絶や福島第１原発事故の影響は少なからずあ
った。卒業論文では、子どもたちの遊び場で放射線量を測定
し、その結果をまとめた。
　そして迎えた就職活動。「建築の現場で働きたい」と他業
種には目もくれず、建設会社に的を絞った。男女平等社会と
は言え、技術職を目指す女性学生にとっては狭き門。東京や
仙台にも足を運んだが、なかなか内定をもらえなかった。そ
れでもあきらめずに就活を続けた結果、東北入谷まちづくり
建設に決まった。
　高校・大学で７年間、建築の勉強してきたものの、現場は
分からないことだらけ。「覚えることに必死だったので、入社
当初の記憶がほとんどない」ほどだ。
　最初に担当した住宅工事では「失敗の連続でたくさん怒ら
れた」が、「その家の子どもに『おうちを作ってくれてありが
とう』と言われた瞬間、それまでの苦労が吹き飛んだような
気がした」と振り返る。
　まだまだ駆け出しの身だが「建築は出来上がっていく工
程が面白い。何もない土地に基礎をつくり、柱や梁などを組
み立てていく様子を見ていると飽きない」と、少しずつ現場

の醍醐味が分かってきた。
　「女性であることのハンディキャップは感じない」ときっ
ぱり。それでも「作業着の大きさが合わない。一番小さいサ
イズでも自分にとってはブカブカで、少し動きづらい」こと
が不満だ。
　自分と同様に現場技術者を志す女性の後輩には「肩に力
を入れて仕事をしてもうまくいかない。職人さんたちも気さ
くに話しかけてくれるし、いろんなことを教えてもらえる。あ
まり気負わず、『やってみたいなら、やってみよう』という感
じで飛び込んで良いと思う」とアドバイスする。
　引地さんが得意なモダンバレエと建築の現場は「みんなで
一緒につくりあげていく面白さがある」ところが共通してい
るのだろう。引地さんが現場代理人（所長）となり、多くのス
タッフを率いて新たな作品（建築物）をつくりあげる日もそ
う遠くないはずだ。

狭き門もガッツで見事採用
建物が組み上がっていく様子に醍醐味

舞台は建築現場
舞い踊るバレリーナ

　引地さんが担当している現場は、福島県会津坂下町の「坂下南幼稚園改築
工事」。もともとあった古い幼稚園を解体し、新しく建て直す工事だ。平屋
建てで、建築面積は1742㎡の規模になる。
　引地さんはこの現場で、上司の指導を受けながら施工図作成や工事写真の
撮影、書類づくりなどに取り組んだ。完成が近づくと「子どもたちがけがを
しないように配慮している部分が沢山あった」ことに気付いた。

建築部

引地　彩さん
1989年８月24日生まれ。福島県猪苗代町出身。

株式会社東北入谷まちづくり建設
〒965-0844
本社／福島県会津若松市門田町大字一ノ堰字村西708－９
TEL.0242-27-1248　FAX.0242-28-0817
URL　http://www.yume-h.com/shop/tohokudoboku/

　面の水平を定めたり、傾き
を調べたりする器具。水管内
の気泡の動きを利用して面が
水平のとき気泡が中央にくる
ようにしている。

　現場で仕事がしたいという希望で建築部に配属し
ました。彼女の見た目の優しさから当初は続くのか不
安を感じておりましたが、先輩技術者や職人さんから
学びながら着実に技術者としての道を歩んでいます。
地域の女性技術者グループ「會津美LADY」にも所属
し、交流やＰＲ活動に積極的に活動しています。
　趣味のモダンバレエで得た「しなやかさ」「優美さ」
「華麗さ」を職場に活かし、新しい建設業をつくって
くれると期待しています。

［ 取締役副社長
　　兼坂下本社長 入谷　康之氏 ］

あ る 日 の 休 日

職 場 訪 問

5：00

12：00

17：00

24：00

7:30　目覚ましで目を覚ます。
TVをつけてしばらく布団の中で完
全に目が覚めるのを待つ。

9:00　洗濯等
休日のうちにできることをやったり、
しばらくぼーっと過ごすことも。

12:00　昼食
その時の気分や、良さげな場所を
見つけたりして。

14:00　習い事
バレエ教室へ。

23:30　就寝
仕事の日の朝は6：15起床。

16:00　習い事終了。
少し寄り道したりなどして帰路。

10:00　外出
基本目的無しのウィンドウショッピング。

17:00　帰宅
TV、インターネット、漫画読み、部
屋の片づけ等して過ごす。

22:00　就寝前
明日の準備を軽くしたり、漫画読んだ
り、TV見たり、インターネット見たり。

19:30　夕食
父母と鉄腕ダッシュ→大河ドラマ
（母の希望）を見ながら。

8:00　起床
朝食は30分かけてゆっくり食べる。

Fukushima
技術者物語

教えて！
建設用語

上司・先輩
から一言

水準器

18:30　夕食の準備の手伝い
母が仕事の日は自分が作る。

21:00　夕飯の片付け・入浴
片付け・入浴は家族で順番に。
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